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防災関連システムの更新・整備 
 
 
１ 事 業 費  ３０８，９４０（ 162,100 → 471,040 ） 
            【財源内訳】        【主な使途】 

            国庫   159,092   工事請負費 299,412 
         県債   149,800   委託料     9,000 
         一般財源    48 

 

２ 背景・事業目的 
近年、自然災害が激甚化、頻発化し、想定を超える災害が各地で発生

している。 
そのため、防災関連システムの更新や機能追加により、安全性、信頼

性、即時性に優れたシステムを構築し、県の防災力の維持・強化を図る。 
 

３ 事 業 概 要 

（１）震度情報ネットワークシステム更新工事事業費（299,940 千円） 
地震が発生した場合に県内各地の震度を観測するための「震度情

報ネットワークシステム」が老朽化したため、令和元年度から順次
実施している機器の更新について、国の補正予算を有効に活用し、
スケジュールを前倒しして整備を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）被害情報集約システム改修事業費（9,000 千円） 

災害発生時に電子メールやＦＡＸにより行っている消防庁への
被害状況報告を、県被害情報集約システムを用いて報告できるよう
システム改修を実施する。 

 
 
 

所 属 危機管理部防災課 

係 名 災害対策係 内線 2744 

（款）２総務費 （項）６防災費 （目）(1)防災総務費 

（明細書事業名）○防災運営費 

防災対策費 

○自治体衛星通信施設管理費 

被害情報集約システム管理費 

R1 R2 R3 R4 R5

サーバ更新 10震度計更新 30震度計更新 30震度計更新 30震度計更新

通信回線更新 通信回線更新

今回の補正予算にて前倒し


